
～

　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

経営情勢の低迷や利用者の減少により生活衛生営業の経営が
厳しさを増す中、経営の安定化のみならず、利用者の利益を確
保するため、相談体制を充実し、適切な指導を行っていく必要が
ある。

生活衛生関係営業者に対し、適切に経営相談・指
導を行う。

健康福祉部　食品・生活衛生課

2653

shokusei@pref.nagano.lg.jp

内　線

E-mail

・顧問（税理士）による税務説明会　　２回
・日本政策金融公庫による融資連絡会議　１回
・健康入浴推進員要請講習会　１回
・情報化整備事業（ホームページリニューアル等）
（効率指標　算出式）
概算事業費/生活衛生関係・営業経営相談・指導件数

左記以外のH23年度実績

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

25 28

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

経営環境の悪化が、施設利用者に対する衛生的配慮に影響を生じることのないよう、営業者が抱える問題に即した
適切な経営指導を充実・継続する必要がある。

特記事項

□　減少

⑤
事
業
の
課
題

県の関与を見直す
余地

□　余地あり□　余地なし ■　当面余地なし

□　余地なし ■　当面余地なし

区　分

□　増加

評価区分

b
期待どおり

生活衛生営業指導センターにおいて、随時の相談に対応するとともに、県下各地区
で生活衛生営業相談室を開設し、営業者に対する経営指導のほか、消費者・利用
者の苦情にも対応した。
経営相談員による相談指導　235件
特別相談員による相談指導　450件
顧問（税理士等）による相談指導　９件

千円/件

事業ニーズの変化

事業改善（有効性・
効率性）の余地

■　横ばい

□　余地あり

判　定　・　説　明

判
定
の
説
明

19,392

24年度（見込）22年度

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
生活衛生関係・営業経営相談・指
導

生活衛生関係営業経営相談・指導（活） 件 652

2,495 2,477 2,477

24

694 700

23年度

19,378

0.30 0.30

23年度事業費の主な内訳

千円 16,901 16,915

補助金：16,901千円

千円 16,645 16,901

千円

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 0.30

千円 19,140

千円

23年度 24年度（当初）

8,324 8,458

16,645

8,451

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

生活衛生関係営業の経営の健全化を通じてその衛生水準の維持向上を図り、あわせて利用者の利益を擁護する。

対　象 生活衛生関係営業者

目指すべき姿 生活衛生関係営業者に対して、適切に経営相談・指導を行い、利用者の利益擁護を目指す。

事業内容 生活衛生営業経営指導事業　【国】1/2　【県】1/2

03

生活衛生関係営業の運営の適正化及び進行に関する法律　他

実施方法
国庫･
県単

補助金　（財）長野県生活衛生営業指導センター

実施期間 S５６ 根拠法令等

国庫補助事業・
県単独事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 2-06 部・課
担
当
課事　業　名 生活衛生営業経営指導事業

04 11


